
（別紙３）

～ 令和　８　年　２　月　２８　日

（対象者数） １４名 （回答者数） １０名

～ 令和　８　年　２　月　１８　日

（対象者数） ４名 （回答者数） ４名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 年１回の親子レクリエーションの継続

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 児童のクールダウンできる場所の確保

2

3

職員全員が育児経験者のため、保護者が相談しやす
い環境である

児童が楽しいく参加しやすい活動内容になるよう、
毎日職員間で意見を出し合いシュミレーションを
行っている

季節行事ごとの地域施設との交流を行っている
毎日の玩具、施設内での消毒の徹底開所中の
換気、水分補給の徹底を行っている

スケジュール提示やタイマーを使用しての時間
配分を行い、児童が自ら行動できるようにして
いる

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

男性職員がいないため、外出先での男児トイレ確認
が不十分である

集団行動での活動を主に行っていているため、
１人ひとりのニーズに合った個別支援活動が少なく
なる

トイレ入り口に段差があるため、車椅子の受け入れ
が困難である

令和　８　年　２　月　１７　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　８　年　３　月　１０　日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 おむすび

○保護者評価実施期間 令和　８　年　２　月　１８　日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


